
（別紙２）

東北道浦和ＴＢ（上り線）ＥＴＣレーンにおける死亡事故

１．発生日時 平成１５年１２月２１日（日） ６：５４頃

２．発生箇所 東北自動車道 浦和ＴＢ 上り線 ４．８ＫＰ付近

３．事故概要 隣接（№１３）の専用レーンのトラブル（カード未挿入）の処理

を収受員が完了し、当該（№１２）専用レーンを横断、レーンに進

入してきた大型貨物車に轢過されたもの。

なお、収受員は、病院に搬送後死亡。運転手は現行犯逮捕

４．収受員 福 田 勝 夫 ６０才 新日本道路サービス（株）

５．事故原因 カード未挿入の車両を隣接の遊休レーン（№１１）に待避。

カード処理を行うべく最寄りの一般レーン（№１７）で処理をし

たのち、当該ＥＴＣレーンを横断して被災したものと推測。

なお、レーンを横断する際、指定通路部分（ＥＴＣ横断注意バー

設置）を通行していなかった。
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事故発生前　下り線閉鎖レーン（第６レーン）の開放作業

②　カード差し忘れの異常Ｅ
　　　ＴＣ車を閉鎖中の第１１
　　　レーン箇所へ誘導

③　異常ＥＴＣ車のカードを開
　　　放中の第１７レーンで決
　　　済処理

④　異常ＥＴＣ車への到着す
　　る直前第１２レーンを横断
　　中轢過




